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開議 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（佐々木春一君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１０人です。定足数に達していますので、会議は成立しました。 

  これから、本日の会議を開きます。 

  次に、受理しております請願は、お配りしております請願文書表のとおり、総務教民常任

委員会に付託しましたので、御報告いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（佐々木春一君） 日程第１、一般質問を引き続き行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 瀧 本 正 德 君 

○議長（佐々木春一君） ５番、瀧本正德君。 

          〔５番 瀧本正德君質問壇登壇〕 

○５番（瀧本正德君） おはようございます。大所高所の観点を持ちながらも、町の将来の姿、

在り方を見据えながら、急ぎ対応すべきと思う課題の中から、次の３点について、通告に従

いまして質問をいたします。 

  初めに、森林経営管理制度に係る施策の進捗状況についてであります。 

  森林所有者の森林管理の責務を明確にした森林経営管理制度が施行され、６年が経過して、

町としても既に森林所有者の意向調査も終えていると思います。高齢化や担い手不足などの

地域の現状の中、町の大きな森林資源を生かすための先を見据えたこの森林管理制度である

ことから、次の点を伺います。 

  （１）として、森林所有者から森林の経営管理の委託を受けた山林面積などの状況と課題

は何かを伺います。 

  二つ目として、委託された森林のうち、林業経営者への再委託の状況と町が直接管理する
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森林の状況及び今後の管理計画を伺います。 

  大きな二つ目です。ツキノワグマなどの獣害対策についてであります。 

  全国各地で熊の人的・物的被害が起きていますが、当町においても人的な被害が発生して

いる状況にあります。民家周辺での熊の出没が続いている中で、９月からは緊急銃猟が市町

村の判断で可能になるなど、行政の変化もあります。熊の出没などの獣害と、これに関わる

生活不安を解消し、「安心・安全、住みたいまちづくり」を進めるための対応策が急ぎ必要

であると考えることから、次の点を伺います。 

  （１）獣害対策の専門家を配置し、対応窓口の一本化による即応体制を図るべきと思うが、

どうでしょうか。 

  二つ目、獣類とすみ分けできる森林整備として、奥山に実のなる樹木を植え、獣が生息で

きる、言わば豊かな奥山づくりをし、町として進めるべきではないかというふうに思います。 

  三つ目、捕獲に係るハンター（鳥獣被害対策実施隊）の皆さんの仕事は、大変危険を伴う

特殊な勤務であります。関係経費などの処遇改善を一層図るべきと思うが、どうでしょうか。 

  大きな三つ目です。猛暑対策として学校体育館や自治公民館へのエアコン設置についてで

あります。 

  近年、異常と思えるような猛暑が続いていることから、子供たちや住民が集う場への猛暑

対策が必要であると考えることから、次の点を伺います。 

  （１）小中学校の普通教室や特別教室の一部などへのエアコンは、既に実施済みでありま

すが、体育館用エアコンは未設置であります。授業もさることながら、体育館は災害時には

避難所としても活用されていることもあり、エアコン設置を進めるべきと思うが、どうでし

ょうか。 

  二つ目、自治公民館は、住民の地域活動拠点、自主防災活動拠点、住民の避難場所などと

果たす役割が大きくなっていることから、現行の補助制度に加えて、猛暑対策の助成制度を

設けるべきと思うがどうか伺います。 

  以上、１回目の質問を終わります。 

○議長（佐々木春一君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 瀧本議員の御質問にお答えをいたします。 

  初めに、１項目め、森林管理経営制度に係る施策の進捗状況についての（１）森林所有者
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から経営管理の委託を受けた森林の状況、（２）林業経営者への再委託と町が直接管理する

森林の状況につきましては、それぞれ関連がございますので一括してお答えをさせていただ

きます。 

  森林経営管理制度につきましては、手入れが行き届いていない森林について、市町村が森

林所有者から経営管理の委託を受け、林業経営に適した森林は、地域の林業経営者に再委託

し、林業経営に適さない森林は、市町村が公的に管理する仕組みとして、平成３１年４月に

創設されたものであります。制度の創設を受け、町では、これまで森林整備の在り方を検証

するとともに、令和２年度からは、森林資源解析事業及び森林所有者意向調査事業を５か年

にわたり実施し、森林資源量や森林所有者の森林経営に対する意識などの把握に努める中で、

今後の方向性を検討してきたところであります。 

  その検討内容といたしましては、自身の森林は所有者自らが管理することを原則としつつ、

森林経営管理制度については、制度の趣旨を理解しつつも、林業労働力の不足が顕在化する

状況にあっては、まさに公的管理が必要とされる最低限の経営管理の受託にとどめることが

適当であるとの認識に立ったところであります。 

  その認識をもって、今後、森林組合などとも連携しながら、地域に出向いてまいりたいと

考えているところであり、その際には、調査いたしました森林情報や森林整備に係る補助事

業のメニューなどを森林所有者に提供しながら、それぞれが所有する森林の管理方法の策定

について、町といたしましても相談に当たってまいりたいと考えているところであります。 

  したがいまして、瀧本議員の御質問にあります、経営管理の委託を受けた森林の状況、林

業経営者への再委託の状況等につきましては、今後の実績として見えてくるものと捉えてお

りますので、現状といたしましては、お答えできる数値等は持ち合わせておりませんので、

御了承いただきたいと考えております。 

  次に、２項目めのツキノワグマなどの獣害対策についての（１）即応性のある体制づくり

についてお答えをいたします。 

  本町の鳥獣被害対策につきましては、住田町鳥獣害防止総合対策協議会と住田町鳥獣被害

対策実施隊の二つの組織を中心として取組を推進しているところであり、その事務機能を農

政商工課及び林政課が担っているところであります。 

  主に、農政商工課が、侵入防止対策、生息環境管理、林政課が、個体群管理を所管する中

で、二つの組織でありますとか、あるいは農政商工、林政、両課で被害状況や課題を共有し

ながら必要な対策を講じているところであります。瀧本議員からは、対応窓口を一本化し、
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即応体制を図るべきとの御質問でございますが、現状において、住田町鳥獣害防止総合対策

協議会や住田町鳥獣被害対策実施隊との連携が図られており、それぞれの組織の活動にも一

定の効果が見られることから、この推進体制を継続し、さらに連携を深めながら、被害防止

に努めてまいりたいと考えているところであります。 

  次に、（２）野生動物が生息できる奥山づくりについてお答えをいたします。 

  野生動物の生息環境の管理に当たっては、生態系に配慮した森づくり、また、人間と野生

動物とのすみ分け環境の再構築が重要とされ、具体的には、餌場となる広葉樹林の整備、人

工林内の間伐促進による下層植生の生育促進、山裾の環境整備によるすみ分けゾーン、緩衝

帯の設置などが効果的とされているところであります。 

  瀧本議員からは、奥山の実になる樹木を植え、野生動物が生息できる環境を整備すべきと

の御質問でございますが、御存じのとおり、本町は、町の面積の９割を森林が占め、既に餌

場となる広葉樹林が豊富な環境下にあります。また、町有林に当たっては、近年、皆伐後の

造林不適切において、天然更新による広葉樹林への誘導を図ってきているところでもありま

す。予算や作業体制等にも限りがございますので、現状において、町といたしまして、野生

鳥獣の餌場づくりを目的とした森林整備は考えていないところであります。 

  次に、（３）鳥獣被害対策実施隊の処遇改善についてお答えをいたします。 

  本町の鳥獣捕獲対策につきましては、平成２５年に高田猟友会の協力の下組織した住田町

鳥獣被害対策実施隊を中心に取組を推進しており、毎年、ニホンジカやイノシシ、ハクビシ

ン、アナグマなどを捕獲いただいているところであります。 

  町といたしましては、隊員報酬や有害鳥獣を捕獲した際に報償費を支払うとともに、捕獲

活動に係る保険代や火薬、手数料に係る経費を補助するなどして、自治体の活動を支援して

いるところであります。 

  瀧本議員からは、関係経費等の処遇改善を図るべきとの御質問でございますが、本町の支

援内容が他の市町村と比較して見劣りするものではないと捉えておりますので、当面は現状

の支援を継続してまいりたいと考えているところであります。 

  大きく３項目めの御質問については、教育委員会より答弁をいたします。 

  私からは以上です。 

○議長（佐々木春一君） 教育長、松高正俊君。 

          〔教育長 松高正俊君登壇〕 

○教育長（松高正俊君） 私からは、３項目めの学校体育館や自治公民館へのエアコン設置に
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ついて。初めに、（１）小中学校体育館へのエアコン設置を進めるべきと思うがどうかにつ

いてお答えいたします。 

  学校の体育館は、子供たちの学習及び部活動の練習等の場所であるとともに、災害時には

避難所として利用される公共施設であることから、空調設備は、子供たちが猛暑日等であっ

ても快適かつ安全に活動し、有事には安心して避難ができる場所として、適切に整備・管理

をしなければならないものと考え、防災担当課である総務課とも連携を図る必要があると考

えております。 

  全国的な学校体育館への空調設備の設置率は、全国で約２割にとどまっており、整備状況

は自治体によって大きな差がございます。岩手県は、設置率が０．８％で、４７都道府県の

うち最も低い状況となっております。 

  文部科学省におきましては、令和６年度から１５年度までの時限措置として、空調設備整

備臨時特例交付金を新設し、従来の交付金より補助率を引き上げるとともに、地方負担額１

００％に地方債を充当することを認めているほか、設置後の光熱費について交付税措置を講

じるなど、自治体の負担軽減を図り、事業を積極的に推進する体制を整えていることから、

財政担当課、総務課とも連携を図りつつ、ほかの学校関連施設の状況等も考慮しながら検討

してまいりたいと考えております。 

  現在の猛暑対策につきましては、エアコンが設置されている教室の利用や、扇風機、スポ

ットクーラー等の利用により対応しており、これまでのところ、体育館の利用を原因とする

児童生徒や、避難所に避難した方々の体調不良は発生しておりません。 

  今後とも、天候の状況を考慮しつつ、児童生徒の健康状況の把握に努めるとともに、学校

及び総務課との連携による避難所の運営に協力してまいりたいと考えております。 

  次に、（２）自治公民館へのエアコン設置助成制度についてお答えいたします。 

  これまでの自治公民館への助成といたしましては、自治公民館等運営費補助金交付要綱に

基づき、設置及び維持管理費補助金、いわゆる工事費補助金により、公民館を新築及び改築

の場合は、基準経費の１００分の４０以内の額、増築及び一部改修の場合は、基準経費の１

００分の５０以内の額を補助金として交付しておりました。 

  しかし、現行の補助制度の策定時点では、近年のこの異常とも言える猛暑に関しては想定

しておらず、エアコンの設置に関しても想定していなかったことから、教育委員会としては、

今後は要綱の改正により、助成を検討していきたいと考えているところであります。 

  私からは以上であります。 
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○議長（佐々木春一君） 再質問を許します。 

  瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 森林経営管理制度については、現状については分かりましたし、今の

対応については、そのような状態なのかなということを確認させていただきました。 

  ただ、大切なのは、今の国の森林の状況を憂いた国が、令和になってからになりますけど

も、森林環境税、それから森林環境譲与税というものとセットでこの森林経営を出したと。

この理由は何かというと、今のままでは日本の森林が駄目になってしまって、木材価格はも

うそのとおりなんですが、本来持っている空地、例えば、ＣＯ２削減とか、それから水をつ

くるとか、水源涵養とか、併せて土砂災害等の防止等の公的な部分の機能が低下すると。だ

からこそ、山とは関係のない都会でもどこでも全国民から税を集めて、個人の山の管理まで

含めた環境譲与税というような形で出してると思うんですが、その辺の背景をどのように捉

えているか伺いたいと思います。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長、佐々木暁文君。 

○林政課長（佐々木暁文君） 森林経営管理制度の趣旨であるとか、あるいは、そもそもその

森林の機能発揮という部分は、今、瀧本議員がおっしゃられたとおりなんだろうなというふ

うに認識しているところでございます。いずれ、町といたしましては、そういった趣旨は当

然に鑑みながら、経営管理制度の推進について、現状、検討を進めておるという状況でござ

います。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 国とすれば大変すばらしいことなんで、ぜひともこれを生かしてほし

いと。税金を集める５年前から、地方に金を交付するなんていうのは、今までそんなことは

なかったんですよ。ただ、そのぐらい国とすれば危機感を持ってるんだよということになる

と思います。ですから、その支出をきちんと組んでね、何のためにこの制度ができたかとい

うことについては、常々考えながらやってほしいと思います。 

  では伺いますが、まず、具体的なアクションは別にしまして、意向調査は終わってるわけ

なんですね。意向調査等の状況について確認したいと思いますが。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 意向調査につきましては、平成２年から６年度まで、町内５地

区に分けまして実施をさせていただいたところでございます。６年度の部分で調査が終了し
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てございますので、集計した数値等々について概略でお知らせをいたしますと、まず、一番

の趣旨といたしましては、今後、御自身の山の管理をどのようにされますかという部分を主

目的として調査を実施したところでございます。 

  そういった中で、今後も自分で山の管理を進めてまいりたいといったようなところは、パ

ーセンテージといたしましては２割程度で、なかなかもう自分で管理ができないというとこ

ろで、もう町のほうに、経営管理制度等も活用しながら委託をしたいといった部分の意向が

示されたのもやはり２割強ほどあったところでございます。あるいは、なかなかもう自分の

山の状況も分かり得ないということで、そういった検討のために様々情報収集に当たりたい

といった部分も２割ございました。あとは、そもそも考えが及ばないといった部分も相当数

ございまして、これが３割弱ほどごあったところでございます。 

  いずれ町といたしましては、町のほうに管理をしたいという部分２割、面積でベースで言

いますと１，５００ヘクタールほどございました。なかなかこの辺りを全て受け付けて町の

ほうで管理するというのはなかなか林業労働力の観点からも現実的ではない部分もございま

すので、この辺りの考え方というのを整理しながら、今後、森林所有者の方々とは相談に当

たってまいりたいというふうに考えているものでございます。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 本当の現状がそれで見えていると思いますが、全国的な国の動きの中

から言えば、私はまだいいのかなというふうに思ってます。ただ、今何らかの形で示してお

かないと、それがますますひどくなるんですよ。もう既に、申し訳ないけど山は要りません

よという人だっていっぱい出てますんで、一切合切管理しませんという方もいますんで、ほ

っぽり投げていいのかという辺りが今から町の課題だと思いますが、それについては、課題

に押さえておいて対応していただきたいと思いますが、調査の結果、労力がないためにでき

ないというふうな現状、お金の関係もあると思うんです。そこで、実を言うと、作業用に、

作業のための施策を進めるためには環境譲与税というのがきちんと出てるんですよ。環境譲

与税を、ただ気に食わないことと言えば変なんですが、今の配分方法は、意外と山まで来て

ないんですよ、銭が、お金が。それを県なり国なりに強く要望するような運動を起こしてい

かないと、町場のほうが人口が多いわけですから、そっちのほうにどんどん金が流れていく

ということになりますんで、その辺の合わせた動きというのは考えてますか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 
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○林政課長（佐々木暁文君） 森林譲与税の配分額の見直しということでございますが、これ

は一度制度設計がなされて、見直しが一度は図られてございます。やはり瀧本議員がおっし

ゃられたとおり、都市部のほうに多く配分される状況というのはどうなのかという部分の議

論等々もございまして、極力山を多く所有するような自治体の部分に多く配分されるような

形でということで、譲与基準等が見直しをなされているところでございます。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） このビジョンが進むか進まないかについては、お金の流れが大きいと

思いますんで、ぜひとも町長をはじめ、要望する部分についてはがりがりと要望して、山を

本来の目的が合うようなお金の使い方は当たり前なんだというふうな形の運動を進めていた

だきたいというふうに思っております。今の部分は思っている部分でございます。 

  それでは、森林経営管理計画についてはそのとおりの名前でいいんですが、もう一つ、町

とすれば、山をちゃんとするために森林管理経営計画とセットなのかなと思ってるんですが、

住田町の森林整備計画というのが今年からスタートして、１０年間の分があるんですが、こ

れまさしくそのとおりリンクしていいというふうに解釈していいのかと。今からであれば、

森林管理経営計画というやつを、国のサイドで見るんじゃなくて、住田町サイドで森林管理

経営を見るんであれば、この森林整備計画を生かしながらやっていくのかなというふうに思

うんですが、その辺の見方、考え方についてどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 市町村森林整備計画につきましては、経営管理制度の部分の進

め方をうたっているものではございませんで、基本的には、山の整備の在り方についての基

準等々をお示ししている内容となっているものでございます。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） であれば、先ほどの調査の状況から見て、町でやれる範囲というのは

決まってますから、ぜひとも個人管理については個人管理ということをきちんと出すんです

けども、あわせて、放置と、所有権ですから、個人の権利になりますんで、どういうふうな

形になってもとやかく言えない部分がいっぱいあると思いますんで、その分とセットしなが

ら住民への対応をしていただきたいというふうに思ってます。 

  二つ目に、入らせていただきます。 
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  熊の関係は、昨日、６番、７番議員からも、それこそ緊急銃猟に関わる話があったんです

が、正直言って、私的には相当深刻な課題だというふうに思ってます。今までのように通り

一遍の対応ではもうもたないだろうというふうに思います。なぜかというと、１０年前と今

を比べてどうなのかと。だとすれば、よその動きから見て、この１０年後はどうなのかとい

う辺りについては、我々の立場であれば、きちんと見据えながら今の対応を取ると。当たり

前だと思っていますが、今の状況については分かりました。では、１０年後をどのような形

で見ているのかについて、もし考えがあるんであれば伺います。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） １０年後の状況ということでございますが、いずれ今の状況と

いうのも決して好ましい状況ではないというのはそのとおりなんだと思います。当然１０年

後の部分についても、住民の方々が住みよい環境づくりという部分は必須なんだろうなとい

うふうに思っております。 

  そういった中で、今年度策定いたしました総合計画におきましては、鳥獣害対策という部

分も新たな項目と設けまして、今後５年の部分として、各種施策を強力に推進していくとい

う部分でうたっているところでございますので、それらに基づいて今後進めてまいりたいと

いうふうに考えているものでございます。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 獣対策に関わっては新聞報道、テレビ報道が物すごいんですよ。そう

いう中にこういうのがありましたんで、私はこれが当たり前なのかなというふうな部分が本

当に疑問なんですが、世田米であって、住田中学校の校庭に熊が出たときの一連の関係、県

内のあちこちの小中学校のほうに熊の出没がある中で、某岩手県全体を網羅する新聞社の新

聞の記事の中で、タイトルだけ読みますと、教育現場、熊から守れ、校庭に電気柵設置、タ

クシー送迎費補助、出没相次ぎ、対策賢明というふうなことがありましたが、私はこれは正

直言ってまともではないというふうに思ってます。こんなことがあっていいのかというふう

に思いますんで、そういう辺りが、専任を置いて即応、即応というのは、私が言う即応は、

即動くというふうな形の窓口をきちんとするべきだというふうに思ってます。そういう観点

からいって、熊の関係は、今になって対策されちゃ困るというふうな部分がいっぱいあると

思います。ましてや、農作業ができないと、怖いと、山菜取りもできない、キノコ取りもで

きない、沢に行っての渓流釣りもできないと。住田で楽しむ一番の原点の部分が全部ないん
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ですよ。これが当たり前というふうな形で思っているとは思いませんが、やはり、だとすれ

ば、こうだという効果のあるような対応策を今進めてほしいというふうに思いますが、再度

その確認をお願いします。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） これまでの答弁でも申し上げておりますとおり、今の状況とい

うのは決して看過できる状況ではないというのはそのとおりなんだと思います。ここは行政

といたしましても、そういう認識に立っているところでございます。そういった中で、即応

体制等々も含めて、そこの部分は町長の答弁でも申し上げましたとおり、農政商工課、ある

いは林政課で連携しながら進めているところでございます。そういった部分で決して遅れを、

即効性が得られていないかというと、そういうことでもないというふうに捉えておりますの

で、引き続き現状の体制の部分で鳥獣害対策というのは進めてまいりたいというふうに考え

ているところでございます。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） どうしても窓口設置が一本化にならないというんであればちょっと確

認したいんですが、先ほど農政課、林政課の持分が分かりました。今一番私が心配している

のは、熊の被害の中で、獣の被害の中で何が大きいかというと、トウモロコシを食べられた

ら何円分とか、スイカを食べられたら何円分とかいろいろありますけども、それ以上に怖い

のは、精神的な被害というんだそうです。要するに、怖くて出歩きたくないと、どうせ食わ

れてしまうので作物も作らないと、荒れ放題と、農業もやめたと、動くのもやめたと、散歩

もやめたと、そういうふうな被害対策のほうは、林政課、農政課、どちらになるんでしょう

か。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長、菊田賢一君。 

○農政商工課長（菊田賢一君） 農作物の被害対策という部分であれば、防御の部分で農政商

工課が担当しております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） それでは、不安解消も農政課ということでよろしいんですか。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長（菊田賢一君） 精神的な部分は重々承知しているところでございます。そう
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いった中で、防御対策として制度を見直しながら対応を図っているところであります。精神

面で軽減が図れるように取り組んでいるところでございます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 言おうとしてるやりたいことは分かるんですが、私は、実際に安心し

て住田の暮らしを楽しめるような形にするのが原点だと思ってるんです。町とすれば、関係

人口とかいろんな観点でこの暮らしをよくしようということで、総合計画から何からきちん

と出してるんですよ。ただ、それを阻害するようなことに対する町の体制は、私はちょっと

弱いというか、まだまだ深刻さを見てないのかなという気持ちに見えてしまうんですが、そ

の辺はどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 農政商工課長。 

○農政商工課長（菊田賢一君） 獣害対策としまして、先ほど林政課長も申し上げましたが、

総合計画の中でそういう対策をうたっているところでございますし、近年は、猿被害等も顕

著に現れております。そういった中では、地域ぐるみでの対応というのが一番大事なのかな

と考えております。猿被害であれば、瀧本議員の地元の中沢地区ですとか、五葉地区ですと

か、そういったところで被害が多く発生しているような状況にございます。そういった中で、

県の指導も仰ぎながら、複合柵の設置ですとか、いろいろな対策を、住民の意見も聞きなが

ら対策を講じているところでございますので、今後も関連機関と連携をしながら対応してま

いりたいと考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） ちょっとどういうふうな形でこの分野を進めればいいのかなと私は疑

問を持ってるんですが、私はもっともっと、台風とか地震のような災害であれば、これは計

画を立ててなかったからしょうがないと言えばそれまでなんですが、熊とか獣被害とかにつ

いては、ましてや昨日お話のあった緊急銃猟なんていうのは、特に緊急銃猟なんていうのは

５か月前からもう既にできるんですから、９月１日に間に合いませんでしたというような言

い方は、正直言って私好きじゃないんですよ。分かっていながら対応ができなかったのかと

いう気持ちのほうが先に立つものですから、やはり先へ先へと、アンテナを高くした段階で、

先へ先へとして今やっておけば一つの力でできるのに、５年もたてば１０の力でもできなく

なってしまうということがはっきりしてるわけですから、やはり今の段階で、この分野は専
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門家を雇って対応すべきというふうに思っていますが、これは町長の考え方を聞いていいで

すか。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） まさに瀧本議員の考え方も御理解できるところであります。ただし、

現実的には、専門家を雇えば解決できるかということになりますと、これは当町だけではあ

りません、国内全部でいろんな部分の中で、本当に大学の先生が入ったりとかしております

けれども、効果としてはなかなか出せないというのが現実なところであります。 

  昨年の獣医師学会のほうでも、この獣害という部分、テーマでいろいろ議論されておりま

す。課題解決方法、具体的にこれをやれば解決できるというのは、残念ながらないのが実態

でございます。その中で、効果があると言われているのは、先ほど答弁で申し上げたとおり、

地域ぐるみで、みんなで緩衝帯をつくる等々の施策が現実的な効果、対策ということになっ

ておりますので、専門家がいればということにはならないということを御理解いただきたい

と思います。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 専門家でも欲しいんですけども、それなりに県なりなんなりには指導

者がいますんで、時々派遣してもらってもいいんですが、いずれこの窓口対応は、町民に向

かっている部分ですから、即なるほどなというふうな形の動きにしてほしいというふうに思

ってます。 

  １番の専門家については一応終わらせていただきたいと思いますが、二つ目のすみ分けの

山については、私前からしゃべってるんですよ。ですから、私の思いの裏の部分はあんまり

しゃべらないんで擦れ違いなんですが、山の上のほう半分を熊用にあげるべと、つくろうじ

ゃと。ただ、その代わりと言ってはなんだけども、里山から下がった熊は、帰ってもらうか

捕獲してもらうというふうな形の体制。言うならば、個体管理をですね、きちんとやるとい

うための条件なんですよ。ただただ個体管理をやったんでは何なんだというふうに思われま

すから、住田の山は、上に行けば、手間暇かけて、予算を出して、ちゃんと住めるような山

にしたと。その代わり、集落に出た熊については、帰ってもらうか、あっちのほうに帰って

もらうか、いずれにせよ、そこにはいないような形の対応をするべきだと。言うならば個体

管理については県の仕事なんです。たまたま里にいた分は町長がやってもいいと言えばそう

なんですが、そうじゃなくて、基本的には県の管理になりますんで、県との話合いの中で、

そういう部分をきちんと出すべきだと。そのためには、まず住田町の山には獣が住める状況
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がつくられていると。金をかけてつくってんだと。だからこそ、里にいる熊については、来

ないような個体管理も含めた対策を取りたいというふうに思っての提案なんですよ。ただ山

に金かけて雑木を植えろというわけじゃないんですよ。あくまでも雑木を植えて、そういう

ふうにつくるのは何かと。金をかけて、手間暇かけてやるのは何かと。あくまでも熊なり獣

の個体数管理のためだというふうな考え方なんですが、その辺のお考えはどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 奥山づくりにつきましては、これまでも何度か瀧本議員のほう

から御提案等々いただいているところでございます。御提案内容としては承りますけども、

現実的にできるのかどうなのかという部分なんだと思います。実際に予算の関係、あるいは

実際に山のほうで作業に当たる人員、人工の体制等々も含めればのことは、現状としては、

そこまでの体制というのは取れないのかなというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 全山１回勝負でやれというのではないんですが、私はこの運動を起こ

すべきだと。面積はどうでもいい、どうでもいいというわけじゃなくて狭くてもいいと思う

んですが、やはりこういう姿勢でないと、いざ捕獲ったって、ただ捕獲するだけになります

から、うちのほうはそうじゃないよと、山がちゃんと、豊かな山をつくってるんですよと。

その代わり、里は危険なんで、安心な暮らしのために捕獲させていただきますというような

形の姿勢が必要だと思うんです。やはり同様に町長の。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） 瀧本議員のおっしゃることも本当に重々理解できます。私も田んぼ、

畑がありまして、イノシシなり、熊はなかなかまだ来ておりませんけども、被害に遭ってい

る状況です。そうした状況の中で、確かにアイデアとすれば、いわゆる獣害が進むエリア、

エサ場をつくってあげてというのも、獣害のほうがそれを理解してくれればよろしいわけで

すけども、現実的にはなかなかそれにつながらないというのが実態であります。先ほど答弁

したとおり、町内、いわゆる面積に占める森林の割合、広葉樹等々も含めて豊富な状況にあ

ります。エリア的な感覚等々も野生動物持ち合わせていまして、餌があるところだけに集中

するということにはなかなか現実にならないという部分で、どういう管理の仕方、個体への

対応の仕方というような部分で個体管理という言葉もあるわけですけども、今、岩手県が２

か年にわたって調査をしていただいているところであります。それが今年度末をもって一定
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程度そこら辺の公表等もされてくるものと思っておりますので、それも踏まえながら、県に

対しての要望、昨日も申し上げましたけども、鹿等々については、町単独ではなくて、声が

けをさせていただきまして、気仙２市１町、それに遠野市、釜石市、大槌町も含めて県のほ

うにも要望しています。また、県議会のほうにも、議長のほうにじきじき私が行って、対策

等々の在り方等についても要望をしております。引き続きそういう行動をしながら、県とも

連携を取りながら対応を図ってまいりたいと考えております。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 具体的なアクションを起こさせたいなというふうに思ったんですが、

いずれ住田町は森林の町というのは間違いないことです。そして、それでもってまちづくり

の森林・林業日本一という看板をかけながらやっているわけですから、獣が邪魔だという意

味じゃないですよ、そういう点では、やはり手間暇をかける部分については手間暇をかけて

ほしいと。予算的にどうのこうのという、環境譲与税で足りなかったらば、町からお金を出

すつもりでも、やはりアクションを起こすべきだなということがありますんで、この部分に

ついては、ぜひとも御検討いただきたいなというふうに思ってます。 

  今回で終わりじゃないんで、今回一応これで終わりにしますけれども、三つ目に行きたい

と思います。 

  ハンターの関係、私の同級生もやってるぐらいですから、私よりも上の人もいますので、

いずれこれは、単に成り手がないということで済まされる問題ではないというふうに私は思

ってます。 

  そして、結構捕獲に係る報償費というのも高いんですよね。他市町村と比べれば本当に高

いと私も思ってます。優遇はされているとは思いますが、果たしてそれが正解かということ

についてはまた別だというふうに思います。 

  一つは、実際に捕獲した状況を見ると、鹿でも熊でも何でもなんですが、１頭当たりとは

いっても実際は人が２人も３人も抱えてます。はい２万円ですよと出したとしても、２人で

関われば１万円、４人で関われば５，０００円ずつというふうな形の中身なんですね。です

から、この部分は、他市町村もさることながら、どのぐらいであれば、この仕事に就いてく

れる人があるのかなという発想でもって対応していただきたいと。最低賃金がどうのこうの

とそんな世界じゃないというふうに私は思ってます。 

  北海道のように、そっぽ向かれてしまえば、もう終わりになりますんで、ましてや平均年

齢は何歳だかよく分かりませんが、相当の年配の方々もいっぱいいますんで、あと１０年後
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はどうなのかというふうになると、下手すると半減するというふうに思いますんで、その辺

の対応は、１０年後に考えるんじゃなくて今考えてほしいというのがここの部分です。その

辺はどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 実際、有害捕獲の対応に当たっては、ハンターさん、自治体の

方々がグループを組まれてというのも、町としても認識をしているところでございます。そ

ういった中での部分に対する対応も含めてということかと思いますけども、現状として、ハ

ンターさんたちの部分との意見交換の中でも、具体として、報償額等々の部分での御提案と

いうのは直接的に受けているものはございませんけども、機会を捉えて、そういった部分で

の現状の対応についての御意見等々は頂戴をする機会を設けながら、必要に応じて検討して

まいりたいというふうに考えております。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） ハンターさんとお話合いをぜひとも進めてほしいと思いますが、その

ときに注意してほしいのは、あなたは幾ら欲しいですかというような聞き方をしたって誰も

ちゃんと言いませんので、あなたが辞めた後に誰かを据えるとすれば、どのぐらいの報酬が

いいのかな、どういうふうな条件がいいのかなというふうな観点でもって対応していただき

たいと。でないと、面と向えば、堂々とこのぐらいあのぐらいと言うのは住田町にはほとん

どいませんので、町場さ行けば別ですが、いずれ住田町にはいないと思いますんで、そうい

うふうな立場でもって考えてほしいと、対応してほしいなというふうに思ってます。 

  もう一つなんですが、ハンターの皆さんが、真冬に、前にも話ししましたが、対応しかね

る、捕獲した、山奥で捕獲した分の鹿なりなんなりの処理については、前に話ししました。

それのほとんどが熊の餌というふうな形の話も聞きますんで、やはりその辺はきちんとやれ

るような形の対応。言うならば、２人組とかいうような形でやってほしいと。私も聞いた話

では、熊は音を出さないで裏に回るんで、人の後ろに回るそうです。そうすると、前だけ見

ていると後ろから覆いかぶさるということになりますんで、ハンターは基本的には２人組と

いうふうな形の報酬を考えてほしいというふうに思ってます。これについてはどうでしょう

かね。熊というのは、私が考えたときに、あんなでかいずうたいしてるもんだからがさごそ

がさごそ音がすると思ってたんですよ。ところが、覆いかぶさるまで気づかなかったという

人が結構いますので、そういう中では、やはり熊被害については、どこに行くか分かんない
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し、親子だか１人でいるんだかも分かんないし、子っことか親とかもよく分かんない部分が

いっぱいありますんで、そういう部分は危険なんだというふうな認識を持って、危険手当的

なものの考え方でもって対応すべきだと思うんですがどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 林政課長。 

○林政課長（佐々木暁文君） 当然、隊員の方々に何か事故等々が起きるというのは当然避け

なければならない状況下にあるのかなというふうには捉えております。いずれ今いただいた

意見等々は御提案として承りたいというふうに思っております。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 総合計画でもありますが、快適な暮らしを楽しむというのが原点だと

思いますんで、ひとつ環境整備については、あっちこっちの意見を聞くのもさることながら、

この町はこうなんだという部分を出していただければいいのかなというふうに思っておりま

す。 

  ３項目め、猛暑対策についてです。 

  先ほど教育長の話を聞いて、こういうふうな形で進めてほしいなというふうに思いながら

聞いています。ぜひともこの部分については、きちんとやってほしいと。国が、何％かん％

はどうでもいいんですが、この町の子供たち、それから、この町で万が一避難所となった場

合に、こうしたいああしたいの部分については、せっかく制度があって、だって５割ですよ、

令和１５年までですから、少しのんびり構えてもいいとは思うんですけども、こういうのは

何ぼでも早いほうがいいというふうに思います。当面は総務課との検討等もありますし、具

体的に言えば、ランニングコストと電気代から何からといろんな課題がくっついてくると思

います。その辺の部分の捉え方を再度確認したいんですがいいですか。 

○議長（佐々木春一君） 教育次長、多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） 学校施設へのエアコンの設置、特に体育館のエアコンの設置につ

きましてでございますけれども、まだ学校の教室でエアコンの設置されていない特別教室等

ございますので、まずはそちらのほうを優先して進めていきたいと考えております。 

  また、先ほど教育長も答弁いたしましたけれども、避難所になっていることなどから、総

務課、それから、経費の面もございますので、企画財政課とも連携を図って進めていきたい

と思います。 

  以上です。 
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○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） この質問は町長とセットでしたよね。町当局、設置は市町村と決まっ

てますんで、学校は。それから、管理は教育委員会というふうになりますが、管理運営につ

いてはそのとおりなんですが、設置者としての考えは、総務課の考えでもいいんですが、い

ずれどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） 先ほど教育委員会のほうからも答弁ございました。連携を取りながら

ということで、設置者という立ち位置の部分も含めて、やはり今年もそうです、本当に気候

変動、大変な状況であります。そういう中で、いわゆる自治公民館部分等々も含めて、財政

状況を鑑みながら、前向きな形の中で検討を進めていきたいなというふうに考えております。 

  いずれ政策全般についてですが、一定程度お金という部分はかかってきます。そういう中

で優先順位をどうするか。それぞれ個々に優先順位があるかと思いますけども、町全体での

優先順位を見ながら、財政状況を鑑みながら、取組を進めていきたいと考えておりますので、

御理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 施策については、この後に決算審査もありますけども、お金の出方で

もって事業評価をするということなってますんで、そういう中では、ぜひとも狙いにあった

ような形の執行というのは当たり前だと思いますんで、狙いは立派ですんで、ぜひとも進め

ていただきたいと。それが地域まちづくりに関わる魅力化にもつながりますんで、この分野

については早々に対応すべきだというふうに考えております。 

  自治公民館についてですが、基本的には自治公民館ですから、自治ですので、本当は役場

にあれしてけろこれしてけろ補助してけろというのは、原則的には駄目だと思うんですけど

も、やはり住民が最初につながる組織の一つでございますんで、住民一人一人につながるの

は自治公民館だけというふうに私は思ってます。直接つながるものはね。そういう中で、今

から人が少なくなったと、高齢化だと、ましてや財政的にもそんなに豊かではないよという

ふうな町の中での今からの在り方とすれば、当然、住民の力、一人一人自分たちでやれるこ

と、それから相談しながらやれること、お互いに支え合いながらやれることというのは、物

すごい要素になると思ってるんです。これが消えてしまいますと、それこそ町そのものが、

組織はあるが石が落ちても気づかない、足にとげが刺さっても気づかないような組織になっ

てしまいますんで、そういう中では、暑さ寒さを感じるような組織にすべきだということで、
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自治公民館活動をより活発にしていきたいなというふうに思ってますので、ここの部分の、

みんなしてお金何ぼか出してやればいいんですけども、一つそのための運動のきっかけ、ア

クションの一つとして、自治公民館に対するこういう制度を充実してほしいなというふうに

思ってますが、どうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 教育次長。 

○教育次長（多田裕一君） 昨今のこの暑さが原因としての活動の停滞というのはあってはな

らないことだと思っております。ただ一方で、先ほど議員がおっしゃるとおり、自治公民館

の建物等々は、それぞれの地域の所有物でございますので、町が設置するのではなく、やっ

ぱり地域の方々にも応分の負担をいただきまして、町が補助するという形に考えております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 瀧本正德君。 

○５番（瀧本正德君） 以上で私の質問を終わらせていただきますが、いずれ世の中の動きが

激しいわけでございますんで、そういう中ではアンテナを高くしながら、追われるんじゃな

くて、果敢に迎え撃つという気持ちでもって進めていただきたいというふうに思います。終

わります。 

○議長（佐々木春一君） これで、５番、瀧本正德君の質問を終わります。 

  ここで暫時休憩します。 

 

休憩 午前１０時５８分 

 

再開 午前１１時０７分 

 

○議長（佐々木春一君） 再開します。 

  休憩前に引き続き一般質問を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

          ◇ 金 野 千 津 君 

○議長（佐々木春一君） １番、金野千津さん。 

          〔１番 金野千津君質問壇登壇〕 
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○１番（金野千津君） １番、金野千津です。通告に従いまして、大きく２点質問させていた

だきます。 

  初めに、高齢者の健康と生活環境の向上について伺います。 

  近年、気候変動の影響により、夏季の気温が年々上昇傾向にあります。町内においても、

６月から３０度を超える日が見られ、７月、８月にかけては連日の猛暑となりました。この

ような状況下では、高齢者の熱中症や夏ばてによる体調不良が懸念されます。 

  また、高齢者にとって、認知症予防は重大な関心事です。高齢者が安心して暮らし続けら

れるまちづくりのために、次の点について、町の取組状況を伺います。 

  １点目です。熱中症警戒アラートの発令時や、暑さ指数が高い日には、注意喚起が重要と

なります。町では、これらの情報を高齢者に対してどのような手段で提供し、注意喚起を行

っているのか、お伺いします。 

  ２点目です。猛暑下で、独り暮らしの高齢者や、エアコンが設置されていない世帯では、

熱中症のリスクが高まります。町では、対象となる世帯に対して、見守りや支援体制をどの

ように構築しているのでしょうか。また、必要に応じ、エアコンの設置補助などを実施する

考えはあるかを伺います。 

  ３点目です。猛暑時に高齢者が安全に涼を取れる場所の確保は、命を守る対策の一つです。

町内では、まち家世田米駅がクールシェアスポットとして設置されていますが、今後増やし

ていく考えはありますか。また、それらの情報を高齢者にどのように周知しているのかにつ

いて伺います。 

  ４点目です。高齢者は加齢に伴う聴力の低下により、日常生活や社会参加に支障を来すケ

ースが少なくありません。認知症予防の観点からも、厚生労働省において、補聴器の使用が

推奨されております。しかしながら、補聴器は平均で２０万円前後と高額であり、経済的な

理由から購入をためらう高齢者が少なくないことから、補聴器購入への支援が必要と考えて

おりますが、いかがでしょうか。 

  大きな２点目です。猫の多頭飼育及び野良猫問題への対応について伺います。 

  当町において、猫を多頭飼育している場合、飼育環境の悪化により、猫の健康や衛生面に

問題が生じるだけでなく、飼い主の生活環境も不衛生な状況になるケースが見受けられるこ

とから、次の点について伺います。 

  １点目です。猫の多頭飼育に伴う生活環境の悪化や、野良猫の繁殖、捨て猫の問題をどの

ように現状認識しているのでしょうか。 
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  ２点目です。猫の多頭飼育に伴う生活環境の悪化に対し、福祉・衛生・地域環境の観点か

ら、具体的にどのような施策を講じていく考えかを伺います。 

  以上、大きく２点お願いします。 

○議長（佐々木春一君） 答弁を求めます。 

  町長、神田謙一君。 

          〔町長 神田謙一君登壇〕 

○町長（神田謙一君） 金野議員の御質問にお答えをいたします。 

 初めに、大きく１項目めの（１）熱中症警戒アラートの発令時等の高齢者への注意喚起の

手段についてお答えをいたします。 

  近年の気候変動の影響により、夏季の気温上昇が顕著となっており、取りわけ、高齢者の

健康に与える影響は大きいものと認識をしております。 

  本町における町民の皆様への注意喚起につきましては、暑さ指数や熱中症警戒アラート等

の発信状況に応じて行っているもので、町内の暑さ指数が３１を超える予測の場合、または、

県内に熱中症警戒アラートが発信された場合は、防災行政無線での周知。町内が３５を超え

る予測の場合、または、熱中症特別警戒アラートが発信された場合は、防災行政無線のほか、

住田テレビでの告知を行うこととしております。 

  日常での熱中症予防への注意喚起につきましては、役場窓口に設置しているモニターや広

報すみたを活用して行っております。また、高齢者に対しましては、地域ミニデイサービス

の中で随時行っているものであります。 

  町といたしましては、命と暮らしを守る観点から注意喚起に取り組んでいるところであり

ますが、注意喚起や広報の方法等につきましては、随時見直しを行っていくものであります。

今後も関係機関と連携しながら、高齢者をはじめ住民の皆様へ注意喚起を行い、熱中症対策

への行動変容につなげられるよう努めてまいりたいと考えておるところであります。 

  次に、（２）猛暑下での独り暮らしの高齢者や、エアコンが設置されていない世帯への見

守り体制とエアコン設置補助金についてお答えをいたします。 

  独り暮らしの高齢者等の見守りについては、猛暑下に限らず、保健福祉課、地域包括支援

センター、社会福祉協議会、さらには民生委員をはじめとした隣近所の支え合いなどによっ

て行われているものと捉えております。 

  町内各世帯のエアコンの設置状況につきましては、調査等は行っておりませんが、近年の

気候変動の影響により、エアコンを設置する世帯が増えてきているものと捉えております。
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エアコン設置補助につきましては、他市町村では様々な形で補助を実施していることは承知

しているところであります。現時点で、本町独自の補助制度はございませんが、低所得世帯

や高齢者などへの支援の在り方や財政負担との兼ね合いを含めて検討する必要があると考え

ております。今後、国や県の制度の活用を研究しつつ、町としての対応を検討していきたい

と考えているところであります。 

  次に、（３）クールシェアスポットを増やしていく考えはあるか。また、それらの情報を

高齢者にどのように周知していくかについてお答えをいたします。 

  まち家世田米駅のクールシェアスポットにつきましては、岩手県地球温暖化防止活動推進

センターにおいて募集を行っている、岩手クールシェアスポットの地域の涼しい場所をみん

なでシェアしようという趣旨に賛同し、登録しているものであります。今後、誰でも涼める

場所の情報発信の一つとして、公共施設等の登録について、庁内横断的に連携し、検討して

まいりたいと考えております。 

  本町では、町内で暑さ指数が３５を超える予測、または、熱中症特別警戒アラートが発信

された場合は、農林会館、下有住地区公民館、上有住地区公民館を涼める場所として開放す

ることとしております。開放する施設の高齢者世帯へ向けた特別な周知はしておりませんが、

今年度は広報すみたに掲載し、各世帯に広く情報発信しているものであります。 

  なお、開放する施設につきましては、施設等のエアコンの設置状況を踏まえながら、随時

更新してまいりたいと考えております。 

  次に、（４）高齢者の補聴器購入への支援についてお答えをいたします。 

  議員御質問のとおり、認知症施策推進総合戦略、いわゆるオレンジプランにおいて、難聴

が認知症の危険因子とされており、認知症予防の観点からも、厚生労働省において、補聴器

の使用が推奨されていることは把握をしているところであります。現在の助成制度では、高

度難聴レベルの方でなければ公的な支援を受けることはできず、補聴器購入に係る公的支援

は、障害者総合支援法において、両耳の聴力レベルが７０デシベル以上などの高度難聴レベ

ルの方が、身体障害者福祉法の規定により身体障害者に認定されれば、補聴器購入時に補助

を受けることができますが、現在のところ、軽度・中等度の難聴の方への補聴器購入補助制

度はない状況であります。 

  補聴器については、大変高額なものが多く、県内の自治体では独自に補聴器の購入補助制

度を設けているところもございますが、検討する上では、様々な障害がお持ちの方がいる中

で、補聴器のみを特化して助成することへの是非もありますので、実施については総合的に
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判断してまいりたいと考えております。 

  次に、２項目め、猫の多頭飼育及び野良猫問題への対応について。（１）多頭飼育及び野

良猫等の問題への現状認識、（２）多頭飼育等への具体的施策については、関連がございま

すので一括してお答えをいたします。 

  高齢化や核家族といった社会の変化に伴い、コンパニオンアニマルを家族の一員として飼

育する家庭がある一方、コンパニオンアニマルの飼育に絡んだ様々な問題が起きているもの

と捉えております。特にも、多頭飼育の問題は、多数の動物への影響だけではなく、飼い主

自身の生活状況や周辺の生活環境への影響を及ぼす場合があるものと捉えております。 

  町内の状況でありますが、多頭飼育に伴う生活環境の悪化や、野良猫の繁殖、捨て猫の問

題等につきましては、町内全体として顕著に問題化しているわけではありませんが、個別事

例としてそのような状況があることは承知をしております。 

  猫をはじめとした動物の管理等につきましては、動物の愛護及び管理に関する法律、また、

県の動物愛護及び管理に関する条例に、動物の飼い主は、動物の健康と安全を確保するよう

に努めること。動物が人の生命等に害を加えたり、迷惑を及ぼすことがないように努めるこ

と。また、みだりに繁殖することを防止するために不妊・去勢手術等を行う等に努めること

等、飼い主の責務が規定されているものであります。 

  また、この法律や条例の中で、不適切な飼育に対する指導・助言・勧告、犬や猫の引取り、

負傷した動物などの対応につきましては、保健所等が中心となって対応する仕組みとなって

おります。 

  町の役割としましては、猫等の多頭飼育に伴う生活環境の悪化や不適切な飼育が見られた

場合は、保健所等に情報提供していくものであるというふうに捉えているところであります。 

  以上であります。 

○議長（佐々木春一君） 再質問を許します。 

  金野千津さん。 

○１番（金野千津君） それでは、１番目の１点目と２点目、かなりちょっと近いところがあ

るので、併せての質問になるかもしれませんが、御了承ください。 

  それでは、かなりやっぱり熱中症対策ということで、暑い日には町内で放送が流れたりと

か、あとは、そういう高齢者が集まる機会に注意喚起を促しているということでございます

けれども、町長の答弁の中にも行動変容という言葉が出てきましたが、そういう広報の中で

行動変容が現れたというようなことの把握というのはできているんでしょうか。 
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○議長（佐々木春一君） 住民税務課長、鈴木絹子さん。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 行動変容についてお答えいたします。 

  具体的な行動変容につきましては、捉えているところではございませんが、こちらの対応

といたしましては、例えば、今回の夏祭り等でございますけれども、そのときに暑さ対策を

して実施するというところを庁内で話し合いまして、暑さ対策をしながら実施したというと

ころもございますし、少しずつそのような形で浸透していけたらと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ２番のところで、日常から見守り体制ができているという中で把握で

きているものもあるのではないかなと思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 日常の生活の中からの見守り体制からの把握というところで

ございますけれども、住民税務課としてでございますけれども、住民税務課としては具体的

には把握はしておりませんけれども、その現場の中で把握しているものもあるかと思います

ので、そちらのほうと情報連携しながら進めていきたいと思います。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） それでは、包括等のある保健福祉課のほうはいかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 日常のサービスが入っている方々につきましては、介護支援

専門員であるとか、ヘルパーさんであるとか、または、デイサービスが行っている方であれ

ばデイサービスの職員であるとか、そういう方たちが把握をしておりますし、もしそういう

方がいらっしゃるのであれば、体調不良の場合には適切な対応をしていただくというような

場合もあります。包括につきましては、地域ミニデイサービスがございますので、行った場

合に、エアコンだけではなくて、水分をきちっと取ってくださいとか、体調管理をきちんと

してくださいとか、そういうようなお知らせをしながら、それできちんと飲んでない場合に

は、適宜水を飲んでくださいとかというふうな対応を取らせていただいて、健康管理という

ものに関しては努めているところです。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 私の知っている中で、車を所持している方に関しては、やはり暑さが
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ひどいときには、自分で、町内ではないんですけど、町外の図書館で半日過ごしてくるとか、

あと、涼しいショッピングセンターに出かけて半日過ごしてくるというようなことを聞く機

会があったんですけれども、私が心配しているのは、やはり車を持たない高齢者の方たちが、

気をつけてください、エアコンつけてくださいというものがどのくらい伝わっているかとい

うところが非常に心配される点ではないかなと思いますので、その辺り、把握に努めるべき

ではないかなというふうに思いますが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） どれぐらい伝わっているかという部分の把握については、当

然サービスを受けている方であるとか、保健福祉課または包括支援センターが関わりある方

につきましては、訪問等がございますので、把握に努めているところですけども、それ以外

の方については、なかなか把握するのは難しいですけれども、公民館の集まりであるとか、

そういうときの機会を捉えながら、町民の皆さんも一人一人お声をかけていただきながら、

暑いけどどうだとか、水飲んでるとか、そういう一人一人のお声がけをしていただきながら、

対応を進めていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） もう一つ気になってるところが、エアコンの設置世帯は増えていると

いうことでございますけれども、やはりこの物価高騰の中で電気代を節約して、エアコンが

あってもエアコンをかけていない世帯が見られるということを、やはり福祉関係者から聞く

機会がございます。なかなかその点の説明をしても、エアコンの使用に至っていないという

ケースもあるということなんですが、その辺りはどう捉えていますか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 電気代等が高くなってるということでエアコンをお控えして

るというお話も聞いてはおりますが、やはりそこは何度もこちらのほうでも、つけない方に

関しては、つけてくださいと、命を守る行動を優先してくださいというふうにお伝えはして

いるところです。なかなか高齢者の皆さんですと、それを我慢するという部分もありますの

で、何ともし難い部分もありますが、こちらはもう何回も何回も注意喚起をしながら、つけ

ていただくという方向で、命を守る行動をしてくださいというような行動をしていきたいと

いうふうに思っております。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 
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○１番（金野千津君） 課長がおっしゃることすごくよく分かります。そこで、今度は３番の

ところが大事かなというふうに思うんですけれども、クールシェアスポット、今はまち家世

田米駅のほうが手を挙げてくれているということで、警戒アラートとかが出た場合は、農林

会館であるとか、上・下公民館を開放するということを話されておりましたけれども、その

ことはきちっと公民館等に伝わっているのでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 開放する地区公民館等につきましては、教育委員会を通じて

話をさせていただいているところでございます。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 私、ちょっと聞きに行ったんですけれども、警戒アラートが出た際に

開放するという３施設を書いたチラシは回ってきたけれども、回ってきたことでそのことを

知って、そうなんだなとは認識したけれども、具体的にどうするとか、こういうことになっ

てるという説明はなかったというふうに聞いているんですね。大事な場所ではないかなと思

うので、ちょっとその辺りもう一度、これは教育委員会ですか、確認したいと思います。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 担当との認識の相違があるものかとも思いますので、改めて

こちらのほうから丁寧に協力の地区公民館に対しましては説明させていただきたいと思いま

す。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） なぜこういうことを聞いたかなというのは、実は、地区公民館とかは

シェアスポットとして、日常開いてるときは非常にいい場所なんではないかなというふうに

考えているわけですね。なので、地区公民館によっては、暑い時期に散歩してるとか歩いて

る高齢者がいたら、涼んでいったらと声をかける。見かければ声をかけたりするということ

ではあるんですけども、そういったことがクーリングシェアスポットとして活用できるとい

うことを、もう少し住民の中に周知することで、物価高騰でエアコンを控えるというところ

も、車がなくて遠くまで行けないという方々にとっても、そういうシェアスポットとして活

用できるのではないかなというふうに思うのですが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 
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○住民税務課長（鈴木絹子君） 議員おっしゃるとおりだと考えておりますので、今後、開放

施設等につきましては、十分話合いをいたしまして、また、エアコンの設置状況を見ながら、

開放施設を増やしていけるように検討してまいりたいと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ５番議員の質問の中で自治公民館へのエアコンというのがありました

が、自治公民館にエアコンが入ってくれれば、暑いのでミニデイを休止するということもな

くなりますし、より身近なところで涼しい場所に行けるということなので、そういう場所が

ぜひ広がってほしいなというふうに考えております。 

  私、このクーリングシェアスポットの件で町内を検索したところ、イコウェルすみたが毎

回出てくるんですよね。ちょっとお話を聞きに行ったところ、フェイスブックとかに涼めま

すよということを何回も何回も上げてるんだそうです。それで、今年はやはり高齢者ではな

いですけれども、学生であるとか、仕事をしている方たちのイコウェルの使用が非常に増え

ているということなので、やはり高齢者に伝わる広報なり、あとは涼める場所を増やすとい

うことは非常に重要ではないかなというふうに感じましたが、いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 議員おっしゃるとおりだと考えておりますので、今後、広報

につきましても、いろいろな手法を検討しながらやってまいりたいと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） では、もう一つ付け加えまして、せっかく見守り体制ができているそ

の見守りの中に、民生委員さんであるとか、地域の方たちが協力してくれているというので

あれば、エアコンの未設置世帯というか、そこの把握に努めるというのはどうでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 未設置世帯を把握するというところに関しましては、ちょっ

とその必要性等を検討する必要があるかなと考えておりますので、今後、議員の御意見を参

考にしながら様々な形のものを検討してまいりたいと思います。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 質問の言葉が足りませんでした。高齢者の未設置世帯という、独り暮
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らしであるとか、高齢世帯であるとかの未設置世帯について把握してるんでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 現状ですと、民生委員の皆様には、高齢者のエアコンの設置

の状況の把握というところはしていただいているところではありませんので、民生委員さん

には設置をしているかどうかというのを確認する調査についてはしたことはありません。た

だ、地区の民生委員さんについては、ついてるついてないについては室外機を見れば分かる

ので、ついてるかついてないか分かるとは思いますが、ただ、使ってるかどうかまでを調べ

るというふうになると、民生委員さんの御負担にもなる部分もございますので、そこは民生

委員さんの皆さんとの協議、もしくは社会福祉協議会の皆さんと協議しながら、どのような

形が調査としていいものなのかを検討していくことが必要になるんではないかなというふう

に考えております。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 高齢者のより安全な夏場の過ごし方を考えた場合、エアコンのない世

帯であるとかそういったこと、まず、使ってる使ってないまではいかなくても、エアコンが

あるかないかだけでも、見守りが必要かどうかというところ、要支援であるとか要介護以外

の方も含めて、そういうことが地域の中で分かってくれば、より安全性が高まるのではない

かと思っております。ぜひ行っていただきたいと思いますが、いかがですか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） やはり高齢者の見守りにつきましては、民生委員さんである

とか、行政が中心になるということではなくて、やはり隣近所の皆さんの日頃からの掛け声

であるとか、そういう部分での協力が特に必要になってくるかなというふうに思いますので、

そういう部分も含めて、皆さん、普及啓発をしながら、皆さんで地域を見守るというような

形を取りながら、見守り体制をつくっていきたいなというふうに思ってます。 

  以上です。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） いろいろな資源を活用しながら、高齢者等のエアコンの購入助成につ

いても検討していきたいというようなお話でしたが、ぜひ進めていただきたいなというとこ

ろが、それは全額とかそういうわけでもないですし、いろいろ、東京都のように予算があっ

て、どんどんやるというわけにもいかないと思いますが、ぜひ住田町でもかなり高温の日が

続いたりとかあるので、検討していただきたいと思います。いかがですか。 
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○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 高齢者世帯に対するエアコンの設置補助ということでござい

ますが、異常な暑さということもありますので、検討していく必要があるとは考えておりま

すけれども、また、財政負担等の兼ね合いもありますので、十分に財政措置等の研究を重ね

て、検討してまいりたいと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） その辺をお願いしまして、４番目に移りたいと思います。 

  町長の回答にもありましたように、補聴器というのの使用については、２０２３年のアメ

リカのほうの報告によると、している方の認知症への発症率が低いというようなデータもあ

るようです。なので、ぜひ進めていただきたいんですが、やはり皆さん御存じのように、非

常に高額なものとなります。それだけに補助をどうのということもあるかもしれませんが、

介護予防であるとか、そういった観点からも必要ではないかなというふうに感じますが、そ

の点もう一度お願いします。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 認知症の観点から補聴器が必要だという御質問でありますが、

確かに認知症になる方、耳が聞こえないがために地域から孤立していくとか、社会参加をし

ないとか、そういう部分では出てくるかもしれません。ただし、補助器を購入したからとい

って認知症にならないというわけではございませんので、そういう観点からいくと、補聴器

を買ったから認知症にならないということではなくて、やはりそこの理解の衰えであるとか、

様々なものが混ざり合って認知症になっていくというふうに認識しているところです。 

  助成の部分については、介護であるから補聴器が必要でという形で助成していくというよ

りは、先ほど町長が答弁したとおり、様々な障害をお持ちの方もいらっしゃる中で、補聴器

のみを特化してという部分の是非もございますので、そこの部分については総合的に判断し

ていきたいというふうに考えているところです。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 認知症の発症に関しては、課長の言うとおり、補聴器をしたからなら

ないという、これはもう病気ですので仕方ないかなというふうには思いますが、課長の答弁

にもあったように、難聴であるがゆえに社会参加が制限されるというような高齢者も多いわ

けですよね。それが認知症のリスクを高めていくということを考えると、補聴器は単なる便
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利品ではなくて、介護予防の観点からも重要な機器ではないかなというふうに思います。そ

の点はいかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 保健福祉課長。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 先ほども答弁したとおり、聞こえないということは社会参加

につながらない、行きたくなくなるというようなことも調査によっては出ているところです

から、補聴器については、助成をするしないにかかわらず必要であると思いますし、聞こえ

ないというのであれば、きちんと耳鼻科さんに行くとかして、ちゃんとそれなりの適切な対

応というところが必要になってくるのかなというふうに思っております。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 月に１回、補聴器相談を農林会館で行っていますよね。私もあそこに

行っていろいろお話を聞きましたけれども、もちろん県内の市町村を考えると、補助を出し

ていないところもあるんですけれども、沿岸では住田町だけですよという言葉をもらいまし

て、少し残念だなというふうに考えたわけです。お金のかかることですから、すぐにできる

というわけではいかないとは思いますが、補聴器補助を、別に全員買う人に補助しなさいと

か、そういうわけでもありませんし、近隣の市町村を調べてみると、金額であるとか、あと、

どのくらいの人数に、人数制限をしているところとか雑多でございます。そんな中で、やっ

てないというのは非常に目立つわけですよね。その点、町長はどうお考えですか。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） 本当に難聴の方々というのは、補聴器があれば助かるというふうに思

うというふうには、当然、誰しもそう思うと思います。ただ、実際にその補助があるなし、

ゼロ１００というような考え方ではなく、先ほど議員おっしゃったとおり、その補助の内容、

ものすごく温度差があります。本当にあるけども、程度によってはないに等しいような中身

のものも実はございます。そういう中で、それぞれの自治体というのは、それぞれ財政事情

がある中で、どの分野に力を入れるか、どの部分にというような違いもある中で取組を進め

てますので、そういう部分でいうと、先ほど保健福祉課長も言ったとおり、当町の取組の中

で、補聴器については、大変そういう部分ではゼロ１００で考えられると誤解を招くと思い

ますけども、障害等々については、難聴だけが最大の問題ということでもございませんので、

そういう中で状況等を見ながら考えていきたいというふうに思っております。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 提案の中の助成に関しては、ゼロ１００で考えているわけではもちろ
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んございません。どのような形での助成ができるかというのは、もちろん財政状況等を鑑み

て考えるべきではあると思いますが、今の町長の発言でありますと、補聴器が必要だという

ことは優先度が低いというふうにも伺えたんですが、それで認識間違っていないでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） 捉え方、認識の問題かと思います。優先度が低いということではない

と思います。それ以上に優先度の高いものがあるというふうに御認識いただければと思いま

す。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 高齢になってくると難聴になる方たちは増えていきます。多分私もそ

うではないかななんてちょっと危惧しているところでございます。その上で、補聴器の金額

等を考えると、少しでもいいので、町の助成というのは必要ではないかと考えますので、ぜ

ひ御検討のほどお願いしたいと思います。 

  それでは、２番目の猫の多頭飼育及び野良猫問題への対応について移らせていただきます。 

  これは非常に近隣との関係もあるので、センシティブな問題かなというふうに思っており

ます。課題が表面化しにくい問題じゃないかなというふうには考えておりますが、ただ、や

はり福祉の分野では、多分四、五年前からこのことが取り沙汰されておりましたし、今、町

が具体的に、猫に直接的に何かしろというわけではなくて、私はこれは飼い主の認識という

ものが非常に大きいのではないかなと思います。先ほど法律のことも話されておりましたけ

れども、そのことを理解して飼っている住民が何人いるのかなということも考えますと、そ

のリスクも含めた課題をもっと表面化させて、住民に知らせるべきではないかと思いますが、

いかがでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 犬猫等の適切な飼育につきましては、回覧等でお知らせして

いる部分もございますけれども、それでも十分周知されていないという認識でございますの

で、今後もう少しいろんな媒体を使用しまして、広報活動に努めてまいりたいと考えており

ます。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 私も愛猫家なので、猫は非常に大好きで、それで野良猫にも餌をあげ

たいなと思うところもございますが、やはりそこには責任が持てないのでやめているという
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ようなところ。あとは、やはり野良猫の被害も実は受けておりますので、多頭飼いであると

か、野良猫を放置しているということに非常に危機感を感じております。野良猫とか地域猫

の問題は、ボランティアであるとかＮＰＯ法人等が率先して取り組んでいるところが多いの

で、そこが立ち上がらないということは、それほど町内では問題ではないのかもしれません

が、今後問題化する可能性について、いかが思いますか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 現実問題として、実際そのような問題が、町内でも多頭飼育

について発生している状況でございますので、今後増えていく可能性もあると捉えていると

ころでございます。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 増えていく可能性を減らしていくためには、やっぱり頭数制限なりを

していく必要があると思います。個人的に野良猫の避妊手術等を行っている方もいらっしゃ

るようですが、その辺りの獣医師会のほうでは補助も出しておりますよね。避妊手術のほう

も１万から３万とそれなりに高額なわけで、その辺りの広報というのはどうなってますか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 岩手県の獣医師会での助成についてでございますけれども、

町役場の中での役場庁舎内に掲示してはございますけれども、それを広報等で周知している

ものではございません。また、そのような助成に関しての問合せ等が来ました場合には、お

知らせしたいと考えておりますが、現在のところそのような問合せ等が来ていない状況でご

ざいます。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 私も獣医師会が助成しているというのは、獣医さんに行った際にポス

ターを見て知ったわけですね。飼い猫への責任として自分がやるべきものだと思っていたん

ですが、そういったものがあって、またそのときたまたまですけれども、自分のところに来

る野良猫を捕まえてきたのでお願いしますと持ってきた住民の方、町民ではありませんけれ

ども、いたので、やっぱりこういう取組は必要だなというところで、獣医師会の補助にも制

限が、制限というか８０名までというような制限があるようですので、ぜひ町民の方にも知

らせていただきたいということと、あとは、盛岡のほうでは、町内では動物病院がないので、
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盛岡のほうでは、獣医師が乗ったバスが来てくれて、まとめて３０頭までということだった

ようですが、そういったことも盛岡以外にも出かけてやっているようですので、必要が高ま

れば、そういったこともぜひ検討していただきたいなというふうに思いますが、どうですか。 

○議長（佐々木春一君） 副町長。 

○副町長（小向正悟君） まず、基本的に動物等愛護・保護管理というのは、課長が答弁した

とおり、県の仕事、県の保健所の仕事だということですが、盛岡市の場合は、いわゆる大き

い市、特例市ということになりますので、保健所設置市ということになりますから、県と同

じような形で取り組めるという中で、今、議員がおっしゃったような取組をされているもの

というふうに認識しております。そういった意味で、町自体がこの法律によって取り組める

というものは基本的にはないという中で、町長が答弁したとおり、町としては様々なそうい

う不都合等が、生活等、あるいは周辺にある場合には、やはり情報提供をすると。町自体が

取り組むということは、これは専門性があるからこそ県や特例市が取り組むという形にして

いるものですから、やはり町自体がどうのこうのというよりは、町はやはりきちんと保健所

に連絡、情報提供するということに尽きるというふうに考えております。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） それでは、どのようなことを情報提供してるんでしょうか。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 住民からの連絡により、猫と犬等の放置されている状況等は、

保健所に連絡しているものでございます。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 先ほど、多分盛岡市で取り組んでるという話ですが、あれは市でやっ

てるものではなくて、ＮＰＯ団体が主催して、支援をもらってやってるので、盛岡市内だけ

じゃなくて、宮古であるとか、ほかの市町村にも出かけていくものなんですね。なので、そ

ういう声が高まれば住田町にも来てもらうとことも可能かなというところでお話しした次第

でございます。 

  今日たまたま朝のニュースで、安芸高田市、別な面で有名になりましたけれども、あそこ

のＮＰＯ法人の取組の紹介と、そこに対して市が助成しているというような内容のニュース

が流れました。それはどのような助成かというと、やはり飼い方が分からないというか、個

体数が増えていくことの止め方が分からなかったり、放置してしまったりしているところに、
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ＮＰＯ法人さんに相談に入ってもらうというような内容でした。そのことによって、頭数制

限にかかるところを支援したりということが行えているわけなんですね。 

  副町長がおっしゃったように、広報すごく大事かなというふうに思います。特に、法律で、

先ほど飼い主には責任があるんだよというところをもっと町民の中に知らせることによって、

ただ放置しているだけではいけないんだということをもっと知ってもらうということが大事

かなというふうに考えます。先ほども、広報のほうを考えていきたいということでしたが、

もう一度お願いします。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 法律等の趣旨を住民の皆様にもお知らせして、飼い主の責務

等ありますよということを十分分かって飼育に努めていただけるように周知してまいりたい

と考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） ぜひお願いします。何で今この問題を出すのかなというふうに疑問視

された方も多いと思いますが、今だからできる、防止していくということはできるんじゃな

いかなというふうに思いますので、頭の隅にでも置いていただきまして、ぜひ地域の現状に

目を向けていただきたいなというふうに思います。 

  また、現在、ＳＦＴＳというんですか、重症性血小板減少症候群、ダニが感染媒体となっ

ている、致死率が１０％から３０％という病気について、関東のほうで、今まで南のほうだ

ったのが関東に増えているということで問題視されてますよね。東北のほうを調べたんです

が、東北のほうではまだ事例として、注意喚起を促しているところはあるんですが、あとは

そうではないかというような情報もあるようですが、今のところ東北のほうでは見られてい

ません。ただ、この気候の変動によって、それが東北のほうに上がってくる可能性もある。

そうなると、やはり野良猫の問題を放置、つながれば、ダニの問題ですので、野良猫直では

なくて、多分、鳥獣関係にもつながっていくんではないかなと思いますが、そういったもの

が入ってくるのを防ぐという意味でも野良猫の管理ということも重要かと考えます。いかが

ですか。 

○議長（佐々木春一君） 町長。 

○町長（神田謙一君） まさに人畜共通感染症という部分もあります。ダニもそうです。この

地球の温暖化の部分で、これも数年前から、大分前になりますけども、温度帯が変われば、
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蚊とか、いわゆる昆虫が生息域が変わってくると。日本脳炎にかかるような蚊の部分なんか

についてもそういうような状況。マラリア等についても、媒介する昆虫等々が移り住めば発

症の可能性が高まる。これは猫だけの問題でもございません。啓発については確かに重要で

す。私、答弁の中で、コンパニオンアニマルという言葉を使わせていただきました。どうも

まだペットという概念が大きいというふうに思ってます。私も獣医師でありますが、獣医師

会の部分では、４０年以上も前からコンパニオンアニマルというような言葉を使ってます。

それは何かといいますと、実は、ペットというのは愛玩動物。人間が上の立場、言葉は悪い

ですが、動物は自分のおもちゃ的存在。自分の言うことを聞くように、自分の思いどおりに

なる。遊びたいときに遊ぶ的な位置づけ、それは違うでしょうと。コンパニオンアニマルと

いうのは伴侶という意味です。家族の一員だということで啓発活動を含めて取組を進めてき

ているところでございますけれども、残念ながらなかなか普及していないというのが実態だ

というふうには認識をしております。 

  行政もいろんな分野の部分で広報等を実は発しているわけですが、自分が関係した部分に

ついては、これは誰しもそうなんです。そこの部分については興味を示していただける。違

う分野については、なかなか情報として入れていただけてないというのが現実的に大きいと

思います。大事な取組だと思います。啓発含めて。そういう部分で言いますと、ぜひ議員の

皆様方も協力していただいて、行政が一方的にやるものではなく、やはりその飼っている方、

また、そういう感染症のおそれもあるという部分は情報共有していただいて、議員の方々か

らも、例えば、住民懇談会や地区での懇談会なりの場で情報発信を御協力いただければと思

います。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） 私もコンパニオンアニマルに非常に助けられているところでございま

すので、すごく町長のお話は理解できます。６０を超えまして、今の猫が亡くなった後、次

を飼うということには、最後まで飼えるかどうかというところのリスクがあるので、私はも

うこれで最後にしようというふうに決めておりますけれども、なかなかそこまでいかない現

状がございますので、ぜひ町と協力して、こういった情報は発信していきたいなというふう

に考えております。ぜひ御協力し合いまして、いい方向に進めていけたらと思いますが、最

後に一言お願いします。 

○議長（佐々木春一君） 住民税務課長。 

○住民税務課長（鈴木絹子君） 住民の皆様、議員をはじめとした皆様と協力しながら、広報
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活動等をしてまいりたいと考えております。 

  以上になります。 

○議長（佐々木春一君） 金野千津さん。 

○１番（金野千津君） これで一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（佐々木春一君） これで、１番、金野千津さんの質問を終わります。 

  ここで午後１時まで休憩します。 

 

休憩 午後 ０時０１分 

 

再開 午後 １時００分 

 

○議長（佐々木春一君） 再開します。 

  休憩前に引き続き会議を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第２ 報告第１号 

○議長（佐々木春一君） 日程第２、報告第１号 令和６年度健全化判断比率及び資金不足比

率の報告についてを議題とします。 

  報告の朗読を省略して、報告の内容について説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 報告第１号 令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率に

ついて御報告いたします。 

  報告書の２枚目をお開き願います。 

  第１点目の健全化判断比率は４項目から成っております。いずれかの比率が基準以上とな

った場合には、財政健全化計画や財政再生計画を策定しなければならないこととなっており

ますが、本町における令和６年度の各比率は全て基準を下回っております。 

  一つ目の実質赤字比率は、一般会計に赤字がどの程度あるのかを示す数値で、黒字であっ

たため、比率は生じておりません。 

  二つ目の連結実質赤字比率は、特別会計を含む全ての会計で赤字がどの程度あるのかを示
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す数値で、同じく黒字であったため、比率は生じておりません。 

  このことから、二つの指標とも早期健全化基準を下回っているものであります。 

  三つ目の実質公債費比率は、借金の返済が一般会計をどの程度圧迫しているのかを示す数

値で、６．６％となっており、早期健全化基準の２５％を下回っております。 

  四つ目の将来負担比率は、一般会計に負債がどの程度あるのかを示す数値で、将来負担額

を充当可能財源が上回っているため、比率は生じておらず、早期健全化基準を下回っており

ます。 

  第２点目の資金不足比率は、公営企業会計の赤字がどの程度あるのかを示す数値で、本町

の場合、簡易水道事業及び下水道事業が対象となります。いずれの事業も資金不足にはなら

ず、比率は生じていませんので、経営健全化基準を下回っております。 

  なお、監査委員からは、別添のとおり、特に指摘すべき事項はない旨の住田町財政健全

化・経営健全化審査意見書が提出されておりますことを申し添えます。 

  以上、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び同法第２２条第１項の

規定に基づき、令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率についての報告を終わります。 

○議長（佐々木春一君） これから質疑を行います。 

  発言を許します。 

〔発言する人なし〕 

○議長（佐々木春一君） 質疑なしと認めます。 

  これで、報告第１号 令和６年度健全化判断比率及び資金不足比率の報告についてを終わ

ります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程第３～日程第８ 認定第１号～認定第６号 

○議長（佐々木春一君） 日程第３、認定第１号 令和６年度住田町一般会計歳入歳出決算の

認定について、日程第４、認定第２号 令和６年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第５、認定第３号 令和６年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決

算の認定について、日程第６、認定第４号 令和６年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算の認定について、日程第７、認定第５号 令和６年度住田町簡易水道事業会計決算

の認定について、日程第８、認定第６号 令和６年度住田町下水道事業会計決算の認定につ
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いてを一括議題とします。 

  議案の朗読を省略して、提案理由の説明を求めます。 

  企画財政課長、高萩政之君。 

○企画財政課長（高萩政之君） 認定第１号から第６号まで、令和６年度の一般会計、各特別

会計及び各事業会計の歳入歳出決算の認定について御説明いたします。 

  初めに、認定第１号 令和６年度住田町一般会計歳入歳出決算の概要について御説明いた

します。 

  決算書は、６ページから１３ページまでとなります。 

  予算現額は５８億７，７１０万３，０００円、収入済額は５８億５２６万４，７０６円、

支出済額は５６億６，７８２万９，２１７円、収入支出差引額は１億３，７４３万５，４８

９円であります。予算に対する収入割合は９８．７８％、執行率は９６．４４％であります。 

  まず、歳入について、収入済額により御説明いたします。 

  １款町税は７億９６６万９，９５５円であり、内訳は、町民税１億６，１３９万５，００

６円、固定資産税４億８，６３６万１，２１４円、軽自動車税１，９２３万９，１００円、

町たばこ税３，９３５万８，２３５円、鉱産税３３１万６，４００円であります。 

  なお、収入未済額１，６１４万７，２４６円は、町民税１９１万９，７２８円、固定資産

税１，３７４万９，９１８円、軽自動車税４７万７，６００円によるものであります。 

  ２款地方譲与税は９，８０１万２，０００円。 

  ３款利子割交付金は１３万円。 

  ４款配当割交付金は１５６万６，０００円。 

  ５款株式等譲渡所得割交付金は２１４万９，０００円。 

  ６款法人事業税交付金は７５３万５，０００円。 

  ７款地方消費税交付金は１億２，８０８万５，０００円。 

  ８款環境性能割交付金は２９１万円。 

  ９款地方特例交付金は１，９２７万４，０００円。 

  １０款地方交付税は２８億３，４４３万７，０００円。 

  １１款交通安全対策特別交付金はゼロ円であります。 

  １２款分担金及び負担金は３７２万２，７４４円であり、収入未済額１２万６，０００円

は、地域情報通信基盤施設加入負担金によるものであります。 

  １３款使用料及び手数料は８，７１６万７，３０８円であり、収入未済額２９６万３，６
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１３円は、地域情報通信基盤施設使用料６０万６，５９０円、町営住宅使用料及び集合合併

処理浄化施設使用料２２５万８，３３３円、応急仮設住宅集合合併処理浄化槽施設使用料８，

６４０円、督促手数料９万５０円によるものであります。 

  １４款国庫支出金は３億８，９１３万３，８７９円であり、収入未済額３，２９０万９，

３５６円は、物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金２，６８７万９，３５６円、新しい

地方経済生活環境創生交付金６０３万円の繰越しによるものであります。 

  １５款県支出金は２億４，４０５万２，２８６円であります。 

  １６款財産収入は４，９２１万４，２７８円であり、収入未済額７１万７，８１３円は、

土地貸付料６８万４，５６４円、建物貸付料３万３，２４９円によるものであります。 

  １７款寄附金は６，９２５万７，１２８円。 

  １８款繰入金は３億８，５１５万３，９０４円。 

  １９款繰越金は１億５，２７９万４，８１１円であります。 

  ２０款諸収入は１億９，４２３万２，４１３円であり、収入未済額２８万２，４５５円は、

学校給食費徴収金２万５，２００円、地域情報通信基盤施設損害賠償金５万６００円、障害

者自立支援給付費返還金１２万２，７１０円、社会保険高額療養費８万３，９４５円による

ものであります。 

  ２１款町債は４億２，６７６万８，０００円であり、収入未済額４，０６０万円は、町道

役場前線歩道整備の繰越しによるものであります。 

  続きまして、歳出について、支出済額により御説明いたします。 

  １款議会費７，１２３万１，１１８円は、議会運営経費であります。 

  ２款総務費７億７，４１３万４，４９９円は、総務管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、

選挙費、統計調査費、監査委員費であります。 

  ３款民生費１１億７，１４２万７，５８９円は、社会福祉費、老人福祉費、交通対策費、

児童福祉費、母子福祉費、保育所費、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療、各特別会

計への繰出金等の費用であります。 

  ４款衛生費３億４，５３６万８９９円は、各種健診、予防接種、ごみ処理、し尿処理に係

る負担金、簡易水道事業会計繰出金等の費用であります。 

  ５款労働費６２万９，０００円は、職業訓練事業運営費補助金等の費用であります。 

  ６款農林業費３億６，１６７万６，７９９円は、農業委員会運営費、農業振興費、畜産振

興費、林業振興費、町有林造成等の費用であります。 
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  ７款商工費６，３２９万７，７６０円は、商工振興費、観光費等であります。 

  ８款土木費５億９，２７２万４，２４６円は、道路橋りょう費、河川費、住宅費、下水道

事業会計繰出金であります。 

  ９款消防費３億２，４０３万７，１５２円は、非常備消防費、消防施設費、常備消防に係

る分担金、水防費、防災対策費であります。 

  １０款教育費５億３，７１５万７，８０７円は、教育委員会運営経費、小中学校費、教育

振興費、社会教育費、体育施設、学校給食センターの運営費用であります。 

  １１款災害復旧費２，６４０円は、公共土木災害復旧費等であります。 

  １２款公債費６億８，６６３万６，７０８円は、過疎対策事業債等の元利償還金でありま

す。 

  １３款諸支出金７億３，９５１万３，０００円は、財政調整基金等の積立金であります。 

  以上が、令和６年度住田町一般会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第２号 令和６年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要について

御説明いたします。 

  決算書は、１７２ページから１７５ページまでとなります。 

  予算現額は７億７，５２５万３，０００円、収入済額は６億９，０２３万３，７８８円、

支出済額は６億９４０万８３０円、収入支出差引額は８，０８３万２，９５８円であります。

予算に対する収入割合は８９．０３％、執行率は７８．６１％であります。 

  歳入の主なものは、１款国民健康保険税９，３０９万３，８９６円、構成比１３．４９％。

３款県支出金４億６，７３９万２，３６０円、構成比６７．７２％であります。 

  なお、一般被保険者国民健康保険税９２４万９，３３５円、督促手数料２万８，６００円

が収入未済となっております。 

  歳出の主なものは、２款保険給付費４億３，８０２万９，３１９円、構成比７１．８８％。

３款国民健康保険事業費納付金１億４，４６１万３，６７２円、構成比２３．７３％であり

ます。 

  以上が、令和６年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第３号 令和６年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の概要について御説

明いたします。 

  まず、保険事業勘定について御説明いたします。 

  決算書は、２０４ページから２０７ページまでとなります。 
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  予算現額は１０億３，５７０万９，０００円、収入済額は１０億３，６７５万５，９２２

円、支出済額は１０億４２３万６，７９７円、収入支出差引額は３，２５１万９，１２５円

であります。予算に対する収入割合は１００．１％、執行率は９６．９６％であります。 

  歳入の主なものは、３款国庫支出金２億７，８８９万４，５３４円、構成比２６．９０％。

４款支払基金交付金２億４，９６０万３，６５０円、構成比２４．０７％であります。 

  なお、第１号被保険者普通徴収保険料６２万７，６２０円、督促手数料４，３００円が収

入未済となっております。 

  歳出の主なものは、２款保険給付費９億８３９万２，７４１円、構成比９０．４６％であ

ります。 

  続きまして、介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

  決算書は、２４０ページから２４３ページまでとなります。 

  予算現額は３６５万９，０００円、収入済額は３４２万８，０４７円、支出済額は３３１

万３，７８０円、収入支出差引額は１１万４，２６７円であります。予算に対する収入割合

は９３．６９％、執行率は９０．５７％であります。 

  歳入の内訳は、１款サービス収入２２８万６，５２０円、構成比６６．７０％。２款繰越

金１１４万１，５２７円、構成比３３．３０％であります。 

  歳出は、１款サービス事業費３３１万３，７８０円、構成比１００％であります。 

  以上が、令和６年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第４号 令和６年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要につい

て御説明いたします。 

  決算書は、２５８ページから２６１ページまでとなります。 

  予算現額は８，６９９万７，０００円、収入済額は８，５６６万１，６０９円、支出済額

は８，５０９万７，０４７円、収入支出差引額は５６万４，５６２円であります。予算に対

する収入割合は９８．４７％、執行率は９７．８２％であります。 

  歳入の主なものは、１款後期高齢者医療保険料５，４４２万９，３５０円、構成比６３．

５４％。３款繰入金３，０７０万４，６２１円、構成比３５．８４％であります。 

  歳出の主なものは、２款後期高齢者医療広域連合納付金８，１５４万６，１６６円、構成

比９５．８３％であります。 

  以上が、令和６年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の概要であります。 

  次に、認定第５号 令和６年度住田町簡易水道事業会計決算の概要について御説明いたし
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ます。 

  決算書の２ページを御覧ください。 

  決算報告書であります。決算報告書は、消費税及び地方消費税を含んだ金額を表記してお

ります。 

  収益的収入及び支出の款、項ごとに決算額を申し上げます。 

  収入の第１款水道事業収益は１億６，１８１万４，００４円で、その内訳は、第１項営業

収益７，７０１万５，８２３円、第２項営業外収益８，４７９万８，１８１円であります。 

  支出の第１款水道事業費用は１億２，８９４万５，９５８円で、その内訳は、第１項営業

費用１億１，９８４万１，８７６円、第２項営業外費用９１０万４，０８２円であります。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出の決算額であります。 

  収入の第１款資本的収入は４，２２９万９，０００円で、その内訳は、第１項企業債１，

１５０万円、第２項他会計出資金３，０７９万９，０００円であります。 

  支出の第１款資本的支出は９，３１９万３８４円で、その内訳は、第１項建設改良費２，

６６０万３，５００円、第２項企業債償還金６，６５８万６，８８４円であります。 

  次に、９ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。損益計算書は、消費税及び地方消費税を除いた金額を表記してお

ります。 

  営業収益は７，００２万４，４９３円、営業費用は１億１，７４４万４４６円、営業外収

益は８，４７９万８，２９６円、営業外費用は７００万３，３８２円、特別利益及び特別損

失はゼロ円であり、当年度純利益は１億１，８７３万９，１０６円であります。 

  次に、１０ページを御覧ください。 

  剰余金計算書であります。 

  当年度末の資本合計は７億１，３１５万６，８３３円であります。 

  下段の剰余金処分計算書は、未処分利益剰余金１億１，８７３万９，１０６円を繰越利益

剰余金としております。 

  次に、１２ページを御覧ください。 

  貸借対照表であります。 

  ページ一番下の資産の部、資産合計及び１３ページ一番下の負債の部、負債資本合計は、

それぞれ１８億８，５８２万９，２４５円であります。 
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  以上が、令和６年度住田町簡易水道事業会計決算の概要であります。 

  次に、認定第６号 令和６年度住田町下水道事業会計決算の概要について御説明いたしま

す。 

  決算書の２ページを御覧ください。 

  決算報告書であります。決算報告書は、消費税及び地方消費税を含んだ金額を表記してお

ります。 

  収益的収入及び支出の款、項ごとに決算額を申し上げます。 

  収入の第１款公共下水道事業収益は１億９７０万４，７６８円で、その内訳は、第１項営

業収益３，２９３万１，３２５円、第２項営業外収益７，６４２万６，６４３円、第３項特

別利益３４万７，０００円であります。 

  支出の第１款公共下水道事業費用は９，９４８万７，６３６円で、その内訳は、第１項営

業費用９，４０８万８，４１７円、第２項営業外費用５３９万９，２１９円であります。 

  次に、４ページを御覧ください。 

  資本的収入及び支出の決算額であります。 

  収入の第１款資本的収入は３，７９１万１，０００円で、その内訳は、第２項国庫補助金

２７９万４，０００円、第３項他会計出資金３，５１１万７，０００円であります。 

  支出の第１款資本的支出は４，４２１万５，４２４円で、その内訳は、第１項建設改良費

５５８万８，０００円、第２項企業債償還金３，８６２万７，４２４円であります。 

  次に、９ページを御覧ください。 

  損益計算書であります。損益計算書は、消費税及び地方消費税を除いた金額を表記してお

ります。 

  営業収益は２，９９４万５，６７０円、営業費用は９，１９８万８９５円、営業外収益は

７，６４２万６，８５６円、営業外費用は４７７万５，４９９円、特別利益は３４万７，０

００円であり、当年度純利益は４，１２４万３，１６８円であります。 

  次に、１０ページを御覧ください。 

  剰余金計算書であります。 

  当年度末の資本合計は３億１，１２２万５，８８３円であります。 

  下段の剰余金処分計算書は、未処分利益剰余金４，１２４万３，１６８円を繰越利益剰余

金としております。 

  次に、１２ページを御覧ください。 
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  貸借対照表であります。 

  ページ一番下の資産の部、資産合計及び１３ページ一番下の負債の部、負債資本合計は、

それぞれ１７億２，７９７万７，００４円であります。 

  次に、３８ページを御覧ください。 

  令和６年度下水道事業会計下水道使用料等明細書であります。 

  不納欠損額は、下水道受益者分担金１７万５，５８９円、督促手数料４，６００円の合計

１８万１８９円であります。 

  以上が、令和６年度住田町下水道事業会計決算の概要であります。 

  これで、認定第１号から第６号まで、令和６年度住田町一般会計、各特別会計及び各事業

会計の歳入歳出決算の説明を終わります。 

○議長（佐々木春一君） 次に、令和６年度住田町一般会計、各特別会計歳入歳出決算及び各

事業会計決算の審査結果について監査委員の報告を求めます。 

  監査委員、紺野 仁君。 

○監査委員（紺野 仁君） 決算審査の結果について報告いたします。 

  審査の対象は、令和６年度住田町一般会計歳入歳出決算、令和６年度国民健康保険、介護

保険及び後期高齢者医療の各特別会計、簡易水道事業会計及び下水道事業会計並びに財産に

関する調書、基金運用状況に関する調書であります。 

  審査実施月日は、令和７年７月２８日から８月５日であります。 

  審査に当たっては、町長より付された決算書、同事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書、基金運用状況に関する調書について審査を行いました。 

  審査の着眼点としては、予算の執行は適正かつ効率的に行われたか。各種事業の施策の効

果が目的どおりに達せられたか。財政運営について健全化が図られているかであります。 

  審査の結果でありますが、予算の執行状況については、令和６年度歳入歳出決算に係る主

要な施策の成果及び予算執行の実績等について担当課から説明を聴取し、審査した結果、決

算内容は計数的に正確であり、その内容も正当であることを確認いたしました。 

  以下、各会計決算審査における総評の中から主なものを報告いたします。 

  初めに、令和６年度市住田町一般会計歳入歳出決算、令和６年度国民健康保険、介護保険

及び後期高齢者医療の各特別会計についてであります。 

  まず、一般会計についてであります。 

  総合計画の最終年ということもあり、大きな事業実施は少なかったものの、滝観洞観光セ
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ンターの入込み数の増加、地域公共交通計画の策定、統合住田中学校のスタート、自治体Ｄ

Ｘの推進、ふるさと納税制度による情報発信と自主財源の確保、地域創造学や住田高校への

地域みらい留学生の入学など魅力化への取組、昭和橋架け替え事業の推進、物価高騰に対す

る世帯や事業者への支援など、初期の事務事業が計画的に達成されていると評価いたします。 

  次に、令和６年度の決算審査における特徴的な点についてであります。 

  最初に、公共施設等の維持管理についてです。 

  公共施設は、住民福祉の向上に欠かせない施設であることから、維持管理や年次的な更新

などを適切に行う必要があり、あわせて、施設維持や更新に必要な財源を確保する必要があ

ることから、基金の整備、運用などについて検討し、将来を見据え、適正かつ効果的な利用

を図っていただきたい。 

  なお、公共施設等の維持管理、整備、長寿命化などの適切な管理、活用と併せ、利用度が

低く、遊休化が懸念される町有施設及び町用地で効果的な再利用が見込めない場合は、民間

活用や売却も視野に入れた検討が必要と思われます。特にも、まち家世田米駅の蔵における

危険な状態については、昨日の村上議員の質問のとおり、町と議会で協議し、早期の対応が

必要であると思われます。 

  次に、当町の財政状況は、財政健全化判断比率等が示すとおり、健全な財政を維持してお

りますが、自主財源以外の占める割合が依然として高く、財政基盤の脆弱性は否めません。

令和７年度以降においては、総合計画実施に伴う新たな事業の展開、昭和橋の架け替え事業、

町道整備、生活改善センター・農林会館等公共施設の方向性の検討、水道・下水道・地域情

報通信基盤施設などの各インフラ施設は、建設後の経過年数から、維持管理費に加え、今後、

改修や新たな整備等、多額の費用が必要となることが予想されます。起債償還計画と併せ、

適切な財政計画に沿った財政運営が望まれます。 

  次に、職員の働き方については、職場ごと、担当部署ごとの隔たりがあることや、何より

も長時間労働による職員の健康、精神障害リスクの増加が懸念されます。また、ハラスメン

トへの対応、働きやすい環境づくりなど、職場全体で取り組むべき課題と捉え、意識改革、

労働環境の改善に引き続き努めていただきたい。 

  次に、自治体ＤＸについてですが、時代の趨勢として自治体のデジタル化が進められてい

るところですが、住民サービスや利便性の向上、自治体業務の効率化などのために必要な機

器及びシステムの維持管理、定期的な更新及び運用にかかる費用が継続的に必要となります

ので、基金の整備運用などについて検討するなど、計画的な財源の確保に努めていただくと
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ともに、庁内での教育、生活や職場での導入について推奨し、普及が図れることを期待する

ものであります。 

  本町においても、少子高齢化に伴う人口減少が依然として進行している中で、地域の特性

を生かした各種施策を展開しながら共生のまちづくりが進められてきており、前総合計画に

おいて衣食住の充実を掲げ、医療環境の充実、農林商工業の振興、移住定住の促進、町営住

宅の整備や住宅整備支援による住まいの環境整備、子育て・教育環境の充実をはじめ、地域

の特性を生かした各種施策を展開しながら推進してきました。 

  また、今後においても、地域の活性化に配慮した効率的・効果的な予算執行に向け、これ

まで以上に優先度に応じた適切な財源配分を行うとともに、住民福祉向上のため、健全な財

政運営を維持しながらも創意工夫を凝らし、積極的な施策の展開を図ることを期待します。 

  令和７年度は、新総合計画の初年度となります。前計画における取組を継承しつつ、新た

な総合計画において、目指すべき住田町の実現に向け、取り組んでいただきたい。 

  次に、令和６年度国民健康保険特別会計、各特別会計の状況ですが、保険税等の未納は若

干あるものの、各会計はおおむね健全に運営されているものと認められますので、今後とも

健全な運営に努めていただきたい。 

  次に、令和６年度簡易水道事業会計決算及び下水道事業会計決算についてであります。 

  令和６年度簡易水道事業会計の収入及び支出の状況を見ると、給水原価が供給単価を上回

り、給水に要する費用を料金収入で賄えない状況にあります。さらなる経営の健全化に取り

組んでください。 

  また、多額の企業債償還負担の下で、今後の施設更新費用を捻出していくため、施設規模

の見直しと効率的な利用に加え、適切な財源を確保し、健全経営に努めていただくとともに、

公営企業会計の円滑かつ適切な事業運営のため、企業会計に精通した職員の育成については、

引き続き継続的に取り組んでいただきたい。 

  今後においても、住田町簡易水道事業経営戦略に基づき、経営基盤の強化と財政マネジメ

ントの向上が図られ、さらなる経営努力によって、より効果的・効率的な高品質の住民サー

ビスが提供されることを期待するものであります。 

  次に、下水道事業会計についてであります。 

  令和６年度の収入及び支出の状況を見ると、収益的収入及び支出においては営業損失とな

っていることから、経営の健全化に取り組まれたい。 

  また、資本的収入及び支出においては、多額の企業債償還負担の下で、今後の施設更新費
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用を捻出していくため、施設規模の見直しと効率的な利用に加え、適切な財源の確保に努め

ていただき、受益者の公平負担の原則や経営の健全化のためにも、引き続き一層の管理回収

に万全を期し、健全経営に努めていただくとともに、事業の円滑、適切な運営のため、企業

会計に精通した職員の育成については、引き続き継続的に取り組んでいただきたい。 

  今後の下水道事業経営では、人口減少や節水型家電の普及などによる水需要の減少など、

下水道使用料収益の伸びは期待できない状況にあります。また、施設の適切な維持管理や老

朽化対策など、経営状況はますます厳しくなることが予測されますが、住田町下水道事業経

営戦略に基づき、経営戦略の改定を実施していることから、経営基盤の強化と財政マネジメ

ントの向上が図られ、さらなる経営努力により、効果的・効率的な高品質での町民サービス

が提供されることを期待するものであります。 

  以上、令和６年度各会計の決算審査の意見といたします。 

○議長（佐々木春一君） 以上で、監査委員の報告を終わります。 

  お諮りします。 

  認定第１号から認定第６号までの各会計決算の認定については、議長を除く全員をもって

構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。

あわせて、地方自治法第９８条の規定による権限を委任したいと思います。御異議ありませ

んか。 

          〔「異議なし」と言う人あり〕 

○議長（佐々木春一君） 異議なしと認めます。 

  したがって、認定第１号から認定第６号までの各会計決算の認定については、議長を除く

全員をもって構成する決算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査するとともに、地

方自治法第９８条の規定による権限を委任することに決定しました。 

  なお、この決算審査特別委員会は、正副委員長互選のため、本日、本会議散会後、引き続

き当議場において招集することといたします。改めて通知は差し上げませんので、御了承願

います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（佐々木春一君） 以上で、本日の日程は全部終了しました。 
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  本日はこれで散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午後 １時４９分 

──────────────────────────────────────────── 
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